
はじめに　古墳とは、今から約

1,700 ～ 1,400 年前を中心とした

時期に造られたお墓です。これま

でに全国で約 16 万基を超える古墳

が確認されており、その規模や形

態はバリエーションに富んでいま

す。

京都府下では現在までに約

13,000 基の古墳が知られており、

京都市域には 800 基ほどの古墳が

所在しています。そのうち約 250

基が旧京北町域に存在しており、

それを除いた約 550 基が京都盆地・

山科盆地に分布しています。

これらの古墳の分布は「西高東

低」で、文字通り盆地の西側に大

多数が集まっています。特に桂川

左岸の太秦・嵯峨野、右岸の乙訓

と呼ばれた地域には多数の古墳が

所在し、全国的にも著名です。

既に消滅してしまったものもあ

りますが、今でも住宅街や山林の

中に多くの古墳が残っています。

古墳は、基本的に土を盛り上げて

造られており、比較的目立つ構造

物です。しかし、現在までに知ら

れているものだけが全てではなく、

年々新たな古墳が見つかっていま

す。ここでは京都市内で近年見つ

かった２基の古墳について紹介し

たいと思います（図１）。

松尾山古墳群　松尾大社の背後

にそびえる標高 223 ｍの松尾山で

は、これまでに多くの古墳が確認

されています。これらの古墳は立

地や分布から松尾山古墳群・西芳

寺古墳群・西芳寺川古墳群などに

分けられます。

平成 30 年に松尾山古墳群の南方

に所在する山田桜谷古墳群の調査

の際、その周辺もあわせて航空レー

ザー測量を行ないました（図２）。

これは赤色立体図と呼ばれ、樹木

を透過して地形を図化できるので、

通常の測量では地形の把握が困難

発掘ニュース 130

身近に眠る未知の古墳
－松尾山古墳群・鳴滝藤ノ木町古墳－

リーフレット京都　No.379（2020 年 8 月）

http://www.kyoto-arc.or.jp
（公財）京都市埋蔵文化財研究所・京都市考古資料館

1/10，000０ 500ｍ

➡

松尾山古墳群

西芳寺川古墳群

西芳寺古墳群

Ｉ号墳Ｉ号墳

図２　松尾山古墳群 I号墳の位置
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図１　古墳の位置



な場合に非常に有効な手段です。

図では、傾斜が急な面が赤く、尾

根は明るく、谷は暗くなるように

表現されています。古墳は小山の

ような形で図に表れます。

この測量図をもとに、現地踏査

を行ないました。その結果、これ

まで知られていなかった新たな古

墳を１基確認することができまし

た（写真１）。仮にここではＩ号墳

と呼称します。

Ｉ号墳は、松尾山から東に向かっ

て分岐した細長い尾根の頂部に立

地し、松尾山古墳群の中では最も

東端に位置します。まだ、詳細な

墳丘測量図がないため、不明な点

も多いですが、墳丘長が 21 ｍ、高

さが 1.9 ｍほどの、円墳もしくは

方墳と考えられます。古墳の西側

では、古墳を造る際に部分的に切

土して、地形を改変した痕跡が確

認できます。遺物などを採集でき

ていないため、時期は不明ですが、

周辺の古墳が古墳時代後期のもの

であることから、Ｉ号墳も同時期

の古墳とも考えられます。

現在、古墳の周辺は樹木に覆わ

れており、周りを見渡すことはで

きませんが、古墳が造られた当初

は東側に眺望が開けていたので

しょう。どのような人がここに葬

られたのでしょうか。

鳴滝藤ノ木町古墳　平成 26 年に

存在が明らかとなった古墳です。

所在する地名から鳴滝藤ノ木町古

墳と名付けられました。現状、所

在地は平坦で古墳の存在を示す痕

跡は見当たりません。

今から 30 ～ 40 年前に住宅を建

築した際に須恵器２個体が出土し、

平成 26 年にそれが京都市に寄託さ

れました（図３）。出土した須恵器

を調べると、古墳時代後期のもの

であることが判明しました。出土

地点はこれまで遺跡の存在が知ら

れていない場所であったことから、

現地確認および聞き取り調査を実

施しました。すると、これらの須

恵器は現在、庭石として使用して

いる大きな石材と共に出土した事

が明らかとなりました。詳細は不

明ですが、遺物の時期や出土状況

から、この須恵器は古墳の副葬品

である可能性が高く、また周辺の

遺跡の状況を踏まえると、横穴式

石室を埋葬施設とする古墳と考え

られます。周辺には更に同様の古

墳が眠っている可能性もあり、注

目されます。

まとめ　新規発見の古墳は、毎

年全国で見つかっており、市内で

は他にも西京区の堂ノ上古墳など

があります。これらの古墳は見つ

かりにくい場所に造られたものも

ありますが、自然災害等で埋没し

てしまったり、後世に土地利用の

なかで削られてしまったり、平安

京や伏見城などの造営にともなう

土木工事によって改変を受けたも

のなどがあります。

もしかすると、皆さんの身の周

りにもまだまだ未発見の古墳が

眠っているかもしれません。

（京都市文化財保護課　熊井亮介）
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図３　鳴滝藤ノ木町古墳より出土した須恵器　

写真１　松尾山古墳群　I号墳（南西から）


